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1. はじめに 

 現在、品川駅構内において、京浜東北線、山手線

を東側に移設する工事を行っている。平成 30年 6月

に第 1 回線路切換として行った京浜東北南行線の線

路移設（図 1）において、新しい線路切換方法を採用

した。発生した課題を解決するとともに、施工時間

を当初計画していた 5 時間から 3 時間に短縮した。

本稿ではこの施工計画および実績について報告する。 

 

2. 線路切換用締結装置を利用した線路切換方法 

 合成マクラギと当社で開発した線路切換用締結装

置（図 2）による新たな線路切換方法（以下本文では

「長マクラギ工法」と称す）を採用した。（図 3）本

施工方法の特徴を以下に示す。 

 ①事前作業にて現況マクラギを長マクラギへ交換 

②本作業では、レール・締結装置の交換のみで軌

道中心線の変更が可能 

③人力で施工が出来、リハーサルが可能 

④従前のように軌きょう移動のためのバラスト袋

詰め、及び軌きょう移動後のバラスト扱いが不

要となるため、切換前後における事前・事後徐

行が不要となる。 

 

3. 施工上の課題 

 長マクラギ工法を実施するにあたり、新しい施

工方法のため以下の課題が生じた。 

(1) 仕上がり品質確保 

事前に同マクラギ上にインサートを埋め込んでい

るため、現況軌道の状況に大きく左右される恐れが

あり、仕上がり基準値（表 1）を満たさず、場合によ

っては列車を運行することが不可能となる。 

 

(2) 施行時間内に終われるか 

万が一、材料の組合せを間違えた場合、仕上がり

基準値（表 1）を満たさない可能性がある。組合せを

間違えた箇所の把握に時間を消費し、与えられた時 
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図 3 長マクラギ工法概要図 

図 2 線路切換用締結装置 

図 1 線路切換概要図 
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間以内に軌道工事が終わらない恐れがある。後続の

他系統工事に影響を与え、予定時間内に線路切換工

事が終わらない可能性がある。 

 

4. 課題に対する解決策 

(1)  仕上がり品質確保 

仕上がり基準値を満たすため、下記対策を行った。 

①同じマクラギ上での線路移動のため、現在線の

軌道状態が悪いと線路切換後の軌道が仕上がり基準

値を満たさない恐れがあった。現況の軌道状態では

通りで 108mm、高さで 74mm移動する必要があった

ため、事前通り整正・高さ整正を実施した。 

②長マクラギは水平かつ、520mm間隔で現在線・

線路切換後の軌道を反映している。長マクラギの精

度を確保するため、長マクラギに交換する際はマク

ラギ間隔を±5mm、4～5 本毎にケイ材で固定した。

また、線路切換 1～2週間前に長マクラギの水平度を

5m 毎にレベルで確認し、±3mm 以内の線形精度を

確保した。 

③現在線・線路切換後共に仮組試験（写真 1、2）

を実施し仕上がり基準値を満たしていることや、敷

設材料が計画通りに組まれていることを確認した。 

(2) 施行時間内に終われるか 

線路切換当夜に設置する締結装置（タイプレート・角

度調整パッキン・調整パッキン）の作業内容は 4種類あり、

その中でも各々の種類が多数ある。（図 1）そのため下記

取り組みを行った。 

①誤挿入防止のため、締結装置への印付けや、マク

ラギに作業内容ごとの番号を記載。 

②調整パッキンや角度調整パッキンを糊付けして

一体化しマクラギ Noを記載。（写真 3） 

③角度調整パッキンはレールの内外で厚みが違う

ため記載するマクラギ No をレールの外側から読め

る向きに統一した。 

④線路切換後と現況の締結装置に対するマクラギ

穴の位置が近く、混乱を避けるため、締結装置に印

付けや線路切換後のマクラギ穴に罫書き行った。 

 

5. まとめ 

 線路切換当夜は上記の課題を解決することにより、締

結装置の設置間違いも無く 3 時間以内で軌道作業が終

了し、軌道状態についても当日仕上がり基準値を満た

すことが出来た。 

 今回使用した長マクラギ工法は、切換当夜はマクラギ

より上での作業のため施工は通常の切換工事に比べる

と短い時間でリスクも少ない。しかし、測量から設計、材

料納入、事前準備等を考慮すると1年前より準備が必要

となる。メリット・デメリットがあるため線路切換の内容に応

じて、今後の線路切換工法の 1案として水平展開してい

く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2 仮組試験（切換口Ａ線路切換後） 

レールの外側からマクラギNoが 

読めるように統一 

写真 1 仮組試験（切換口Ａ線路切換前） 

写真 3 締結装置の印付け 

表 1 仕上がり基準値 
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